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主日礼拝 
 

前奏  

 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞  

「こういうわけで、兄弟たち、神の憐れみによってあな

たがたに勧めます。自分の体を神に喜ばれる聖なる

生けるいけにえ として献げなさい。これこそ、あな

たがたのなすべき礼拝です。」 

(ローマの信徒への手紙 12:1) 
 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

交読詩編  65：1～5 
司式者：沈黙してあなたに向かい、賛美をささげます。 

シオンにいます神よ。 

会 衆：あなたに満
まん

願
がん

の献げ物をささげます。 

司式者：祈りを聞いてくださる神よ 

会 衆：すべて肉なるものはあなたのもとに来ます。 

司式者：罪の数々がわたしを圧倒します。 

会 衆：背
そむ

いたわたしたちを 

あなたは贖
あがな

ってくださいます。 

司式者：いかに幸いなことでしょう 

あなたに選ばれ、近づけられ 

あなたの庭に宿る人は。 

会 衆：恵みの溢れるあなたの家、聖なる神殿によって 

わたしたちが満ち足りますように。 

司式者：わたしたちの救いの神よ 

あなたの恐るべき御
み

業
わざ

が 

わたしたちへのふさわしい答えでありますように。 

会 衆：遠い海、地の果てに至るまで 

すべてのものがあなたに依
よ

り頼みます。 

 

賛美 17-1,2,4「聖なる主の美しさと」 

 

 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 
 



聖書 ヨハネによる福音書 11:1～16 
                    新約(新共同訳)P188～P189 
 

 

1 ある病人がいた。マリアとその姉妹マルタの村、ベタニ

アの出身で、ラザロといった。2 このマリアは主に香油を

塗り、髪の毛で主の足をぬぐった女である。その兄弟ラザ

ロが病気であった。3 姉妹たちはイエスのもとに人をやっ

て、「主よ、あなたの愛しておられる者が病気なのです」

と言わせた。4 イエスは、それを聞いて言われた。「この

病気は死で終わるものではない。神の栄光のためである。

神の子がそれによって栄光を受けるのである。」5 イエス

は、マルタとその姉妹とラザロを愛しておられた。6 ラザ

ロが病気だと聞いてからも、なお二日間同じ所に滞在され

た。7 それから、弟子たちに言われた。「もう一度、ユダ

ヤに行こう。」8 弟子たちは言った。「ラビ、ユダヤ人た

ちがついこの間もあなたを石で打ち殺そうとしたのに、ま

たそこへ行かれるのですか。」9 イエスはお答えになっ

た。「昼間は十二時間あるではないか。昼のうちに歩け

ば、つまずくことはない。この世の光を見ているからだ。

10 しかし、夜歩けば、つまずく。その人の内に光がないか

らである。」11 こうお話しになり、また、その後で言われ

た。「わたしたちの友ラザロが眠っている。しかし、わた

しは彼を起こしに行く。」12 弟子たちは、「主よ、眠って

いるのであれば、助かるでしょう」と言った。13 イエスは

ラザロの死について話されたのだが、弟子たちは、ただ眠

りについて話されたものと思ったのである。14 そこでイエ

スは、はっきりと言われた。「ラザロは死んだのだ。15 わ

たしがその場に居合わせなかったのは、あなたがたにとっ

てよかった。あなたがたが信じるようになるためである。

さあ、彼のところへ行こう。」16 すると、ディディモと呼

ばれるトマスが、仲間の弟子たちに、「わたしたちも行っ

て、一緒に死のうではないか」と言った。 

 
賛美 533「どんなときでも」 

 

 
 

説教 「愛に押し出されて」 
 

賛美 469「善き力に われかこまれ」 

  

  
  

 派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 

 
 

後奏  

 

司 式 喜多村 文子 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 髙橋 孝子 
 

※お立ちになるのが困難な方は、座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 


